
一

　
『
和
漢
兼
作
集
』
は
鎌
倉
時
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
詩

歌
集
で
あ
る
。「
兼
作
」
と
は
一
人
が
漢
詩
と
和
歌
の
両
方
を
作
る
こ

と
で
、「
和
漢
兼
作
集
」
は
両
方
の
詠
作
が
あ
る
作
者
の
詩
と
歌
と
を

選
録
し
た
集
の
意
で
あ
る
。

　

本
集
は
本
来
二
十
巻
の
集
で
あ
っ
た
。
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田

家
文
庫
蔵
『
歌
書
目
録
』
に
「
和
漢
兼
作
集　

二
十
巻
」
と
あ
る
。
し

か
し
、
い
つ
の
頃
に
か
、
巻
十
一
以
下
の
下
巻
が
失
わ
れ
、
巻
一
か
ら

巻
十
（
た
だ
し
巻
十
は
初
め
の
一
部
の
み
）
の
上
巻
の
み
の
零
本
と
し

て
伝
存
し
て
い
た
。
従
来
『
和
漢
兼
作
集
』
の
孤
本
と
さ
れ
て
き
た
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
本
が
そ
れ
で
あ
り
、
唯
一
の
伝
本
と
し
て
、
流
布
の
諸

テ
キ
ス
ト
の
底
本
と
さ
れ
て
き
た 
（
１
）
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
二
〇
〇
五
年
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
に
時
雨
亭

文
庫
所
蔵
の
『
和
漢
兼
作
集
』
が
収
録
さ
れ
、
影
印
本
と
し
て
公
刊
さ

れ
た
。
第
四
十
六
巻
『
和
漢
朗
詠
集　

和
漢
兼
作
集　

尚
歯
会
和
歌
』

（
朝
日
新
聞
社
、「
解
題
」
は
後
藤
昭
雄
）。

　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
写
本
で
、
書
陵
部
本

（
近
世
初
期
写
）
の
親
本
に
当
た
り
、
今
後
は
書
陵
部
本
に
代
わ
っ
て

『
和
漢
兼
作
集
』
の
基
本
と
な
る
べ
き
本
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
と
共

に
、
本
書
が
有
す
る
大
き
な
価
値
は
、
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、
従
来

全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
下
巻
の
本
文
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
一
部
な
が

ら
下
巻
が
出
現
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
新
出
資
料
と
し
て
、
こ
れ
を
日

本
漢
文
学
史
に
取
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
つ
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
は
乱
丁
が
あ
り
、
本
文
の
続
き
具
合
を
検
討
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。

二

　

下
巻
は
八
丁
が
残
る
が
、
ま
ず
現
状
の
と
お
り
に
翻
刻
す
る
。（　

）

に
入
れ
た
丁
数
は
前
述
の
影
印
本
の
そ
れ
で
あ
る
。
上
下
二
つ
の
作
品

番
号
を
付
し
た
が
、
上
は
現
状
に
基
づ
く
通
し
番
号
で
あ
る
。
下
の
ゴ

チ
ッ
ク
体
の
数
字
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

（
一
二
九
ウ
）

１
１ 

長
安
月
夜
嘉
陵
思　

疎
勒
風
時
故
国
愁

　
　
　
　

竹
生
嶋　
　
　
　

都
良
香

２
２ 

三
千
世
界
眼
前
尽　

十
二
因
縁
心
裏
空

　
　
　
　

和
韵　
　
　
　
　

法
印
円
成

３
３ 

心
々
易
乱
一
心
少　

事
々
無
成
万
事
非

　
　
　
　

出
家
之
後
於
西
山
題
十
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
光
俊
朝
臣

４
４ 

読
誦
夜
深
声
漸
老　

坐
禅
日
浅
意
猶
�　

　
　
　
　

寄
讃
州
菅
刺
史　

法
印
定
円

５
５ 

無
利
無
名
無
世
事　

有
風
有
月
有
秋
心

　
　
　
　

古
寺
春　
　
　
　

法
印
公
朝　
　
　
　
　
　
　

」

（
一
三
〇
オ
）

　
（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
一
三
〇
ウ
）

６　
 

僧
院
草
深
人
事
少　

仙
壇
花
脆
鶴
眠
閑

１１

　
　
　
　

古
寺　
　
　
　
　

藤
原
宗
実
朝
臣

７　
 

禅
樹
檀
那
長
有
鶴　

仏
庭
草
創
久
於
松

１２

　
　
　
　

遊
東
山
古
寺　
　

藤
原
資
隆
朝
臣

８　
 

幽
洞
交
親
双
白
鶴　

禅
庵
故
旧
一
青
松

１３

　
　
　
　

山
中
有
仙
室　
　

式
部
大
輔
菅
原
文
時

９　
 

石
床
留
洞
嵐
空
払　

玉
案
�
林
鳥
独
啼

１４

　
　
 

桃
李
不
言
春
幾
暮　

煙
霞
無
跡
昔
誰
栖

１０
１５

民
部
卿
藤
原
資
長

　
　
 

巌
室
望
雲
宜
指
点　

渓
門
逢
鶴
告
来
由

１１
１６

　
　
　
　

閑
中
秋
色
変　
　

按
察
使
藤
原
行
成　
　
　
　

」

（
一
三
一
オ
）

　
　
 

春
な
く
人
の
と
ふ
と
き
ゝ
し
も

１２
３５

　
　
　
　

題
し
ら
す　
　
　

前
大
納
言
藤
原
公
任

　
　
 

桜
花
つ
ゆ
に
ぬ
れ
つ
ゝ
た
て
ぬ
れ
は

１３
３６

い
に
し
へ
し
る
き
や
と
の
庭
か
な
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依
旧
有
春
心　
　

無
品
輔
仁
親
王

　
　
 

隋
家
堤
廃
柳
猶
緑　

石
氏
園
荒
花
独
紅

１４
３７

　
　
　
　

宿
�
林
主
人
幽
居　

前
権
中
納
言
藤
兼
光

　
　
 

貝
葉
露
芳
新
仏
閣　

髢
花
牆
透
旧
経
営

１５
３８

　
　
　
　

長
楽
寺
即
事　
　

惟
宗
孝
言
朝
臣

　
　
 

蕭
寺
山
深
苔
�
閣　

藍
渓
水
急
石
分
流

１６
３９

　
　
　
　

山
家
即
事　
　
　

法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　
　
 

欲
将
泉
石
付
麋
鹿　

恐
尚
子
孫
詔
帝
王　
　
　
　

」

１７
４０

（
一
三
一
ウ
）

　
　
　
　

於
陶
化
坊
亭
即
事　

無
品
輔
仁
親
王

　
　
 

柳
樹
牆
斜
山
影
近　

蓼
花
岸
旧
水
声
微

１８
４１

　
　
　
　

禅
房
偶
吟　
　
　

二
品
守
覚
法
親
王

　
　
 

�
籬
露
底
争
浮
命　

茶
竈
煙
中
扶
病
身

１９
４２

　
　
　
　

早
秋　
　
　
　
　

権
律
師
隆
昭

　
　
 

お
も
ふ
た
に
露
そ
と
ま
ら
ぬ
い
ま
よ
り
の

２０
４３

草
の
と
さ
し
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

　
　
　
　

こ
も
り
ゐ
て
侍
け
る
秋
の
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
大
寺
入
道
前
太
政
大
臣

　
　
 

す
み
よ
き
も
か
き
り
有
け
り
山
里
の

２１
４４

あ
さ
ち
か
す
ゑ
に
秋
風
そ
ふ
く

　
　
　
　

二
百
首　
　
　
　

九
条
前
内
大
臣

　
　
 

山
か
つ
の
我
世
の
秋
や
し
る
か
ら
ん

２２
４５

あ
ふ
て
か
ら
し
る
つ
た
の
山
か
さ　
　
　
　
　
　
　

」

（
一
三
二
オ
）

　
　
　
　

深
山
雨　
　
　
　

参
議
藤
原
兼
高

　
　
 

あ
し
ひ
き
の
山
は
よ
し
野
の
お
く
の
い
ほ

２３
４６

し
く
る
ゝ
空
に
と
ふ
人
も
な
し

　
　
　
　

人
家
有
来
客
休
息
于
新
樹
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
皇
大
后
宮
権
大
夫
源
師
時

　
　
 

林
亭
我
酔
独
吟
嘯　

池
�
客
来
共
眺
望

２４
４７

　
　
　
　

山
家　
　
　
　
　

贈
参
議
藤
原
義
忠

　
　
 

適
有
京
華
芳
契
客　

門
前
按
轡
一
来
尋

２５
４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
権
中
納
言
藤
原
長
兼

　
　
 

竹
石
幽
栖
三
畝
窄　

林
亭
生
計
一
渓
深

２６
４９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
権
中
納
言
藤
原
資
実

　
　
 

山
中
隙
地
苔
三
畝　

塵
表
生
涯
月
一
庭　
　
　
　
　

」

２７
５０

（
一
三
二
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
権
中
納
言
藤
原
親
経

　
　
 

登
山
臨
水
幽
玄
興　

松
柱
石
階
儉
素
心

２８
５１

　
　
　
　

建
保
百
首　
　
　

光
明
峯
寺
入
道
前
摂
政
左
大
臣
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石
の
は
し
竹
の
ま
か
き
の
草
の
い
ほ
に

２９
５２

松
の
あ
ら
し
や
涙
そ
ふ
ら
ん

　
　
　
　

亀
山
殿
に
て　
　

後
嵯
峨
院
御
製

　
　
 

我
や
と
の
も
の
か
あ
ら
ぬ
か
あ
ら
し
山

３０
５３

あ
る
に
ま
か
せ
て
お
つ
る
た
き
つ
せ

　
　
　
　

遊
古
寺
即
事　
　

前
参
議
藤
原
脩
範

　
　
 

当
窓
山
色
映
朝
日　

落
枕
泉
声
和
暁
嵐

３１
５４

　
　
　
　

山
居　
　
　
　
　

春
宮
大
夫
源
師
頼

　
　
 

野
径
雨
露
春
草
緑　

山
郵
雲
薄
夕
陽
紅　
　
　
　

」

３２
５５

（
一
三
三
オ
）

　
　
 

籬
東
零
落
孤
叢
露　

門
外
蕭
疎
老
柳
風

３３
１７

　
　
　
　

閑
中
景
気
幽　
　

源
親
長

　
　
 

残
灯
背
壁
上
陽
院　

落
葉
満
階
南
内
秋

３４
１８

　
　
　
　

閑
居
偶
吟　
　
　

藤
原
資
基

　
　
 

髢
裘
旧
卜
残
苔
地　

人
事
秋
稀
五
柳
家

３５
１９

　
　
　
　

閑
居
無
外
事　
　

源
道
済

　
　
 

性
慵
唯
見
籬
花
色　

官
冷
不
驚
衙
鼓
声

３６
２０

　
　
　
　

閑
中
日
月
長　
　

大
江
以
言
朝
臣

　
　
 

陶
門
跡
絶
春
朝
雨　

燕
寝
色
衰
秋
夜
霜

３７
２１

　
　
　
　

山
家　
　
　
　
　

大
蔵
卿
菅
原
為
長

　
　
 

白
雲
不
許
出
山
思　

玄
鶴
先
知
栽
樹
情 

　

」

３８
２２

（
一
三
三
ウ
）

　
　
　
　

世
を
の
か
れ
て
後
読
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
藤
原
教
家

　
　
 
 
お
き
山 
に
あ
と
を
は
誰
も
か
く
せ
と
も

（
マ
マ
）

３９
２３

名
ま
て
を
う
つ
む
人
そ
す
く
な
き

　
　
　
　

勒
字
百
廿
八
首　

法
印
定
円

　
　
 

い
と
ひ
い
る
世
と
秋
山
の
苔
ち
こ
そ

４０
２４

身
に
さ
き
た
ち
て
名
は
埋
け
れ

　
　
　
　

題
不
知　
　
　
　

前
権
少
僧
都
源
信

　
　
 

し
つ
か
な
る
所
は
や
す
く
有
ぬ
へ
し

４１
２５

心
す
ま
さ
ん
か
た
の
な
き
か
な

　
　
　
　

山
家
秋
歌　
　
　

中
納
言
紀
長
谷
雄

　
　
 

吾
家
嶺
外
枕
江
干　

浪
響
松
声
日
長
寒 

　

」

４２
２６

（
一
三
四
オ
）

　
　
　
　

世
を
の
か
れ
て
高
野
山
に
す
み
け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
参
議
藤
原
成
頼

　
　
 

た
か
の
山
を
く
ま
て
人
の
と
ひ
こ
す
は

４３
２７

し
つ
か
に
み
ね
の
月
は
み
て
ま
し

高
光
横
川
に
て
か
し
ら
お
ろ
し
侍
け
る
を
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聞
食
て
つ
か
は
さ
れ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
天
皇
御
製

　
　
 

宮
こ
よ
り
雲
の
や
へ
た
つ
お
く
や
ま
の

４４
２８

横
川
の
水
や
住
よ
か
る
ら
ん

　
　
　
　

寄
山
述
懐　
　
　

前
権
大
納
言
藤
顕
朝

　
　
 

さ
き
た
て
ゝ
心
は
山
に
す
む
も
の
を

４５
２９

家
を
出
ぬ
と
い
は
ぬ
許
そ

　
　
　
　

秋
日
禅
林
寺　
　

藤
原
敦
光
朝
臣　
　
　
　
　

」

（
一
三
四
ウ
）

　
　
 

松
門
未
許
逃
名
志　

李
部
纔
為
送
年
官

４６
３０

　
　
　
　

河
州
広
河
寺　
　

前
権
中
納
言
藤
兼
光

　
　
 

鶴
髪
衰
客
驚
暁
水　

髢
裘
栖
息
約
春
雲

４７
３１

　
　
　
　

運
転
老
将
至　
　

宮
内
卿
藤
原
永
範

　
　
 

昔
遊
黌
舎
花
紅
日　

今
住
香
山
月
白
秋

４８
３２

　
　
　
　

大
原
禅
居
偶
吟　

民
部
卿
平
親
範

　
　
 

宮
闕
拝
趨
多
日
夢　

山
林
止
住
九
年
春

４９
３３

　
　
　
　

横
川
に
こ
も
り
ゐ
て
侍
け
る
こ
ろ
上
東
門
院

よ
り
と
は
せ
給
た
り
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
源
顕
基

　
　
 

世
を
す
て
ゝ
山
に
入
に
し
身
な
れ
と
も

５０
３４

な
を
こ
ひ
し
き
の
昔
成
け
り 

　
　
　

」

（
一
三
五
オ
）

　
　
　
　

両
朱
閣　
　
　
　

九
条
前
内
大
臣

　
　
 

春
柳
�
池
波
滉
養　

青
苔
満
院
月
俳
�

５１
５６

　
　
　
　

山
居
春
曙　
　
　

前
権
中
納
言
藤
原
宗
行

　
　
 

紫
閣
山
西
残
月
色　

香
鑪
峯
北
遠
鐘
声

５２
５７

　
　
　
　

夏
日
言
志　
　
　

権
中
納
言
藤
原
資
宣

　
　
 

玄
圃
台
珠
臨
水
白　

松
門
山
黛
度
江
青

５３
５８

　
　
　
　

秋　
　
　
　
　
　

前
権
中
納
言
藤
原
親
経

　
　
 

嵐
夜
更
無
排
戸
�　

月
秋
久
不
下
楼
台

５４
５９

　
　
　
　

地
静
只
看
花　
　

藤
原
正
家
朝
臣

　
　
 

荊
門
人
跡
空
対
雪　

松
戸
日
長
独
望
春

５５
６０

　
　
　
　

題
旧
第　
　
　
　

三
統
理
平
宿
祢　
　
　
　
　

」

（
一
三
五
ウ
）

　
（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
一
三
六
オ
）

　

６ 

千
花
苑
裏
春
風
夢　

一
実
観
前
暁
月
心

５６
　
　
　
　

述
懐　
　
　
　
　

入
道
中
務
卿
宗
尊
親
王

　

７ 

花
開
葉
落
閑
中
観　

昨
是
今
非
世
上
心

５７
　
　
　
　

贈
答　
　
　
　
　

九
条
内
大
臣
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８ 

在
野
在
朝
遊
宦
士　

非
文
非
武
自
由
心

５８
　
　
　
　

初
て
女
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宰
権
帥
源
経
信

　

９ 

年
を
へ
て
思
ふ
心
の
を
の
つ
か
ら

５９

つ
も
り
て
け
ふ
と
成
に
け
る
か
な

　
　
　
　

中
将
更
衣
に　
　

醍
醐
天
皇
御
製

　
　
 

紫
の
色
に
心
は
あ
ら
ね
と
も
ふ
か
く
そ
人
に

６０
１０

お
も
ひ
そ
め
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
一
三
六
ウ
）

　
（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
」

三

　

八
丁
の
う
ち
に
は
本
文
が
書
か
れ
て
い
な
い
丁
も
あ
り
、
本
文
の
途

中
か
ら
初
ま
る
丁
も
あ
り
、
本
文
に
乱
れ
が
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
整
序
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
、
一
二
九
オ
、
一
三
〇
オ
、
一
三
五
ウ
、
一
三
六
ウ
に
は
本
文

が
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
前
節
の
翻
刻
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、

一
二
九
オ
に
は
別
筆
で

　
　

上
巻
奥
不
足

　
　

下
巻
之
端
物
続
之

の
書
入
れ
が
あ
る
。
上
巻
は
途
中
で
切
れ
て
い
る
が
（
巻
十
は
一
丁
の

み
）、
下
巻
の
断
簡
を
こ
れ
に
続
け
て
書
写
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

一
三
〇
オ
と
一
三
五
ウ
の
白
紙
は
、
そ
の
前
後
、
す
な
わ
ち
一
二
九

ウ
と
一
三
〇
ウ
、
一
三
四
ウ
と
一
三
六
オ
が
不
連
続
で
あ
る
こ
と
を
示

す
た
め
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
を
例
に
す
る
と
、
一
二
九

ウ
の
末
尾
は
詩
題
と
作
者
、
一
三
〇
ウ
の
一
行
目
は
詩
句
で
あ
り
、
形

式
的
に
は
続
く
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
じ
つ
は
�
が
ら
な
い
（
後

述
）。
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
の
白
紙
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
も
同
じ

で
あ
ろ
う
。

　

で
は
一
二
九
ウ
は
ど
こ
へ
�
が
る
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
に

は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
内
容
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
二

九
ウ
の
末
尾
は

　
　

古
寺
春　
　

法
印
公
朝

と
い
う
詩
題
と
作
者
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
三
六
オ
へ
続
く
。
そ
の

第
一
行
は

　
　

千
花
苑
裏
春
風
夢　

一
実
観
前
暁
月
心

と
い
う
詩
句
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
古
寺
春
」
の
題
に
よ
る
公
朝
の
作

で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
詩
句
が
幸
い
に
『
別
本
和
漢
兼
作
集 
（
２
）
』
に
採
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
認
で
き
る
。
五
九
六
番
詩
。
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こ
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、
他
の
詩
集
に
採
録
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
に

も
と
づ
い
て
本
来
の
か
た
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
、
ほ
か
に

も
あ
る
。

　

一
三
〇
ウ
の
末
尾
は
先
の
例
と
同
じ
く
詩
題
と
作
者
名
で
、

　
　

閑
中
秋
色
変　
　

按
察
使
藤
原
行
成

と
あ
る
が
、
一
三
一
オ
の
一
行
目
は
和
歌
の
下
句
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

こ
の
二
つ
は
不
連
続
で
あ
る
。
一
三
〇
ウ
は
一
三
三
オ
へ
�
が
る
の
で

あ
る
。
そ
の
一
行
目
は

　
　

籬
東
零
落
孤
叢
露　

門
外
蕭
疎
老
柳
風

と
い
う
詩
句
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
閑
中
秋
色
変
ず
」
の
題
で
詠
ま
れ

た
行
成
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、『
行
成
詩
稿
』
に
あ
る 
（
３
） 

こ
と
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
る
。
な
お
、『
行
成
詩
稿
』
で
は
、
下
句
は

　
　

門
外
蕭
條�
老
残
陰
�

�

で
、
本
文
に
異
同
が
あ
る
。

　

以
上
の
二
例
、
丁
の
順
序
を
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
進
も
う
。
現
状
の
丁
の
順
序
で
�
が
り
を
考
え
て
い
く
と
、
一

二
九
ウ
と
一
三
〇
ウ
は
共
に
第
一
行
は
詩
句
で
あ
る
。

　
　

長
安
月
夜
嘉
陵
思　

疎
勒
風
時
故
国
愁

１２９

　
　

僧
院
草
深
人
事
少　

仙
壇
花
脆
鶴
眠
閑

１３０

　

そ
れ
ぞ
れ
の
前
丁
の
末
尾
は
詩
題
と
作
者
名
の
は
ず
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
該
当
す
る
も
の
が
八
丁
の
い
ず
れ
か
に
あ
る
か
。
ま
ず
形
式
の
う

え
で
は
一
三
五
オ
は
該
当
す
る
。
末
尾
は

　
　

題
旧
第　
　

三
統
理
平
宿
祢

で
あ
る
。
で
は
内
容
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
題
の
「
旧
第
に
題

す
」
の
「
旧
第
」
は
旧
宅
の
意
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
詩
に
は
寂
莫
（
あ

る
い
は
荒
涼
）
た
る
風
景
、
ま
た
懐
古
の
情
な
ど
が
詠
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
二
聯
は
共
に
当
た
ら
な
い
。

　

一
二
九
ウ
の

　
　

長
安
の
月
夜
嘉
陵
の
思
ひ

　
　
 
疎  
勒 
の
風
の
時
故
国
の
愁
ひ

そ 
ろ
く

の
前
句
は
白
居
易
の
詩
を
踏
ま
え
る
。「
江
楼
月
」（『
白
氏
文
集
』
巻

十
四
）
に
、

　
　

嘉
陵
江
の 
曲 
と
曲
江
の
池
と

く
ま

　
　

明
月
は
同
じ
と
雖
も
人
は
別
離
す

と
あ
る
。
い
ま
白
居
易
は
長
安
（「
曲
江
」）
に
、
元
�
は
嘉
陵
江
辺
に

あ
る
。
遠
く
離
れ
て
同
じ
月
を
眺
め
る
親
友
を
思
い
遣
っ
て
詠
ん
だ
詩

で
あ
る
。
一
二
九
ウ
の
詩
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
長
安
の
月
夜
、

嘉
陵
に
い
る
人
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
月
を
仰
い
で
い
る
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
。
後
句
の
「
疎
勒
」
は
現
在
の
新
疆
ウ
ィ
グ
ル
自
治
区
の
カ
シ

ュ
ガ
ル
。
そ
こ
で
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
遥
か
に
故
国
を
思
う
の
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
望
郷
を
主
題
と
す
る
詩
の
一
聯
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
三
〇
ウ
の

　
　

僧
院
草
深
く
し
て
人
事
少
し

　
　

仙
壇
花 
脆 
く
し
て
鶴
眠
り
て 
閑 
か
な
り

も
ろ 

し
ず

は
分
か
り
や
す
い
が
、
寺
院
の
静
寂
を
詠
む
。
後
句
の
「
仙
壇
」
は
辞

書
的
語
義
と
し
て
は
「
仙
人
の
居
所
」（『
大
漢
和
辞
典
』）
で
あ
る
が
、

平
安
朝
詩
で
は
寺
院
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。

　
　

仙
壇
鶴
眠
り
て
洞
花
落
ち

　
　

僧
院
人
稀
に
し
て
沙
草
繁
し

 

（
藤
原
敦
光
「
城
北
精
舎
言
レ

志
」『
本
朝
無
題
詩
』
巻
十
）

　
　

孤
岸
菊
残
り
て
秋
九
を
送
り

　
　

仙
壇
松
老
い
て
歳
千
を
期
す

（
藤
原
周
光
「
冬
日
参
二

詣
安
楽
寺
聖
廟
一

」『
本
朝
無
題

詩
』
巻
十
）

　

な
お
、
前
者
は
一
三
〇
ウ
の
詩
句
と
、
詩
境
、
表
現
と
も
に
酷
似
す

る
。

　

要
す
る
に
、
一
二
九
ウ
と
一
三
〇
ウ
は
共
に
そ
の
前
に
連
接
す
る
丁

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
の
最
初
と
な

る
。

　

次
の
一
三
一
オ
も
同
様
で
あ
る
。
第
一
行
は
、

　
　

春
な
く
人
の
と
ふ
と
き
ゝ
し
も

と
い
う
歌
の
下
句
で
あ
る
が
、
こ
れ
へ
連
な
る
、
歌
の
上
句
を
末
尾
に

持
つ
丁
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
三
一
オ
も
ま
と
ま
り
の
最
初
と
な
る
。

　

こ
こ
で
、
以
上
の
検
証
に
も
と
づ
い
て
、
丁
の
順
序
を
見
直
し
て
み

る
と
、

　

Ⅰ　

一
二
九
ウ
―
一
三
六
オ

　

Ⅱ　

一
三
〇
ウ
―
一
三
三
オ
・
ウ
―
一
三
四
オ
・
ウ

　

Ⅲ　

一
三
一
オ
・
ウ
―
一
三
二
オ
・
ウ

と
な
る
。
一
二
九
ウ
、
一
三
〇
ウ
、
一
三
一
オ
が
い
ず
れ
も
最
初
と
な

る
こ
と
、
一
二
九
ウ
は
一
三
六
オ
へ
、
一
三
〇
ウ
は
一
三
三
オ
へ
続
く

こ
と
は
確
認
し
た
。
一
三
三
か
ら
一
三
四
へ
、
一
三
一
か
ら
一
三
二
へ

の
�
が
り
は
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
現
状
で
不
自
然
さ
は
な
く
、
入

れ
換
え
る
べ
き
積
極
的
な
理
由
は
見
い
だ
せ
な
い
。

　

こ
こ
で
残
る
の
は
一
三
五
オ
の
み
と
な
る
。
こ
れ
は
、
現
状
で
は
一

三
四
ウ
か
ら
続
い
て
お
り
、
一
三
四
ウ
は
歌
が
完
結
し
、
一
三
五
オ
は

詩
題
と
作
者
名
で
始
ま
り
、
形
式
上
は
一
三
四
ウ
―
一
三
五
オ
と
続
く

と
見
て
差
し
つ
か
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
三
五
丁
は
裏
は

白
紙
で
断
簡
の
体
様
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
一
三
四
ウ
と
一
三
五
オ
の

内
容
を
見
て
み
る
と
、
両
者
が
�
が
る
と
す
る
の
は
躊
躇
さ
れ
る
。

　

一
三
四
ウ
の
終
わ
り
の
二
首
は
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大
原
禅
居
偶
吟

　
　

宮
闕
拝
趨
多
日
夢　

山
林
止
住
九
年
春

　
　
　
　

横
川
に
こ
も
り
ゐ
て
侍
け
る
こ
ろ
、
上

　
　
　
　

東
門
院
よ
り
と
は
せ
給
た
り
け
れ
ば

世
を
す
て
て
山
に
入
に
し
身
な
れ
ど
も

な
を
こ
ひ
し
き
の
昔
成
け
り

で
、
山
寺
で
の
住
ま
い
を
主
題
と
す
る
。
一
方
、
一
三
五
オ
の
初
め
の

二
首
は

　
　
　
　

両
朱
閣

　
　

春
柳
�
池
波
滉
養　

青
苔
満
院
月
俳
�　

　
　
　
　

山
居
春
曙

　
　

紫
閣
山
西
残
月
色　

香
鑪
峯
北
遠
鐘
声

で
、
寺
院
に
特
定
せ
ず
広
く
住
居
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
三
五
オ
は
一
三
四
ウ
に
続
く
と
は
み
な
さ
ず

に
、
半
丁
の
み
で
あ
る
が
、
単
独
で

　

Ⅳ　

一
三
五
オ

と
す
る
。

　

下
巻
の
八
丁
は
以
上
の
よ
う
に
整
序
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
整
序
し
て
付
し
た
通
し
番
号
が
前
掲
の
ゴ
チ
ッ
ク
体

の
番
号
で
あ
る
。

四

　

整
序
す
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
が
、
巻
下
に
残
る
詩
歌
は
六
〇
首
で

あ
る
。
た
だ
し
、　
 
（
４
）番
は
歌
の
下
句
の
み
で
あ
り
、
詞
書
、
作
者
は
未

３５

詳
で
あ
る
。
ま
た
１
番
・　

番
の
詩
句
二
首
は
詩
題
、
作
者
名
を
欠
い

１１

て
い
る
。　

番
の
次
は
逆
に
詩
題
、
作
者
名
の
み
が
残
る
。

６０

　

そ
の
内
容
、
配
列
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

　

Ⅰ

　
　

１　

望
郷

　
　

２
―
６　

仏
事

　
　

７
、
８　

述
懐

　
　

９
、　
　

恋

１０

　

Ⅱ

　
　
　

―　
　

寺
院

１１

１３

　
　
　

―　
　

仙
家

１４

１６

　
　
　

―　
　

閑
居

１７

２１

　
　
　

―　
　

隠
遁
・
山
居

２２

３４

　

Ⅲ

　
　
　
　
（
未
詳
）

３５
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―　
　

懐
旧

３６

３８

　
　
　

―　
　

山
家
・
山
居

３９

５５

　

Ⅳ

　
　

ま
と
ま
り
で
捉
え
る
の
が
難
か
し
い
。

　
『
和
漢
兼
作
集
』
は
上
巻
は
春
夏
秋
冬
で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す

る
と
、
上
巻
は
四
季
、
下
巻
は
雑
と
分
類
さ
れ
て
い
る
『
和
漢
朗
詠

集
』
が
先
蹤
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
比
較
の
基
準

と
し
て
考
え
て
、
本
書
下
巻
は
小
刻
み
で
あ
る
と
い
う
気
が
す
る
。
あ

る
い
は
全
く
違
っ
た
基
準
で
捉
え
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
作
者
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
数
字
は
作
品

番
号
、（　

）
に
入
れ
た
も
の
は
和
歌
で
あ
る
。

　

天
皇
・
皇
親

　
　

後
嵯
峨
天
皇 　
（　

）
５３

　
　

醍
醐
天
皇　
 　
（　

）
１０

　
　

村
上
天
皇　
 　
（　

）
２８

　
　

宗
尊
親
王　
　
 
７

　
　

守
覚
法
親
王　
 　
４２

　
　

輔
仁
親
王　
 　
　
　３７
４１

　

諸
臣 
（
５
）

　
　

以
言
（
大
江
）　
　
２１

　
　

為
長
（
菅
原
）　
　
２２

　
　

永
範
（
藤
原
）　
　
３２

　
　

基
家
（
藤
原
）　（　

）
４５

　
　

義
忠
（
藤
原
）　
　
４８

　
　

教
家
（
藤
原
）　（　

）
２３

　
　

経
信
（
源
）　
　
（
９
）

　
　

兼
高
（
藤
原
）　（　

）
４６

　
　

兼
光
（
藤
原
）　
　
　３１
３８

　
　

顕
基
（
源
）　
　
（　

）
３４

　
　

顕
朝
（
藤
原
）　（　

）
２９

　
　

孝
言
（
惟
宗
）　
　
３９

　
　

光
俊
（
藤
原
）　

４

　
　

公
任
（
藤
原
）　（　

）
３６

　
　

行
成
（
藤
原
）　
　
１７

　
　

師
時
（
源
）　
　
　
４７

　
　

師
頼
（
源
）　
　
　
５５

　
　

資
基
（
藤
原
）　
　
１９

　
　

資
実
（
藤
原
）　
　
５０

　
　

資
宣
（
藤
原
）　
　
５８

　
　

資
長
（
藤
原
）　
　
１６
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資
隆
（
藤
原
）　
　
１３

　
　

実
基
（
藤
原
）　（　

）
４４

　
　

脩
範
（
藤
原
）　
　
５４

　
　

親
経
（
藤
原
）　
　
　５１
５９

　
　

親
長
（
源
）　
　
　
１８

　
　

親
範
（
平
）　
　
　
３３

　
　

正
家
（
藤
原
）　
　
６０

　
　

成
頼
（
藤
原
）　（　

）
２７

　
　

宗
行
（
藤
原
）　
　
５７

　
　

宗
実
（
藤
原
）　
　
１２

　
　

忠
通
（
藤
原
）　
　
４０

　
　

長
兼
（
藤
原
）　
　
４９

　
　

長
谷
雄
（
紀
）　
　
２６

　
　

道
済
（
源
）　
　
　
２０

　
　

敦
光
（
藤
原
）　
　
３０

　
　

文
時
（
菅
原
）　
　
　１４
１５

　
　

良
香
（
都
）　
　

２

　
　

良
通
（
藤
原
）　

８　
５６

　

僧
侶

　
　

円
成　
　
 　  ３

　
　

源
信　
　
（　

）
２５

　
　

公
朝　
　

６

　
　

定
円　
　

５

　
　

隆
昭　
　
（　

）
４３

　

さ
ら
に
一
三
五
オ
、　

番
の
後
に
、
詩
題
と
作
者
名
が
あ
り
、
三
統

６０

理
平
の
詩
が
入
集
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

以
上
の
う
ち
、
藤
原
脩
範
、
藤
原
成
頼
、
藤
原
宗
実
、
源
親
長
、
三

統
理
平
、
都
良
香
、
円
成
は
上
巻
に
は
入
集
し
て
い
な
い
。

　

次
に
、
詩
句
に
つ
い
て
、
他
の
詩
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指

摘
し
て
お
く
が
、
そ
の
一
つ
に
『
別
本
和
漢
兼
作
集
』
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
。

　

時
雨
亭
文
庫
本
（
書
陵
部
本
）
と
は
全
く
体
裁
を
異
に
す
る
本
が
あ

り
、「
別
本
和
漢
兼
作
集
」
と
称
さ
れ
る
。
島
津
忠
夫
氏
蔵
本
が
唯
一

の
伝
本
で
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
六
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、

通
行
本
が
上
巻
は
四
季
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
部
類
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
作
者
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
の
は
巻
六
・
七
・

八
の
三
巻
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
頭
に
「
中
納
言
」「
参
議
」「
非
参

議
」
と
あ
り
、
作
者
の
官
位
の
順
序
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。

　

出
典
あ
る
い
は
他
出
は
次
の
と
お
り
で
あ
る 
（
６
）
。

　

２
―
別
本　

、
和
漢
朗
詠
集
・
山
寺　

４０４

５８３
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―
和
漢
朗
詠
集
・
仙
家　

１４

５４７

　
　

―
和
漢
朗
詠
集
・
仙
家　

１５

５４８

　
　

―
行
成
詩
稿

１７

　
　

―
別
本　

、
本
朝
麗
藻　

２０

４９４

９ ３

　
　

―
別
本　

、
本
朝
麗
藻　

、
和
漢
朗
詠
集
・
閑
居　

２１

３１５

９ ５

６２２

　
　

―
別
本　

２２

２７３

　
　

―
本
朝
文
粋　

２６

２ ８

　
　

―
本
朝
無
題
詩　

３０

５９６

　
　

―
本
朝
無
題
詩　

３９

５３７

　
　

―
本
朝
無
題
詩　

４０

７２２

　
　

―
資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
・
雑

４９

　
　

―
資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
・
雑

５０

　
　

―
別
本　

５４

２６０

　

以
上
で
『
和
漢
兼
作
集
』
下
巻
（
断
簡
）
の
詩
歌
を
読
む
準
備
が
で

き
た
。

〔
注
〕

（
１
）　

影
印　

笠
間
影
印
叢
刊
『
御
所
本
和
漢
兼
作
集
』（
笠
間
書
院
、
一

九
七
三
年
）。
翻
刻　

図
書
寮
叢
刊
『
平
安
鎌
倉
未
刊
詩
集
』（
明
治
書

院
、
一
九
七
三
年
）、『
新
編
国
歌
大
観
』
第
六
巻
、
私
撰
集
編
Ⅱ
（
角

川
書
店
、
一
九
八
五
年
）。

（
２
）　　
『
別
本
和
漢
兼
作
集
』
に
つ
い
て
は
後
述
（
第
四
節
）。

（
３
）　

拙
編
『
日
本
詩
紀
拾
遺
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
４
）　

以
下
の
作
品
番
号
は
整
序
し
た
ゴ
チ
ッ
ク
体
の
数
字
で
あ
る
。

（
５
）　

名
を
音
読
し
、
五
十
音
順
。

（
６
）　

テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
も
の
に
よ
り
、
そ
の
作
品
番
号
を
付
す
。
和
漢

朗
詠
集
―
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
、
本
朝
麗
藻
―
川
口
久
雄
・
本

朝
麗
藻
を
読
む
会
『
本
朝
麗
藻
簡
注
』、
本
朝
文
粋
―
新
日
本
古
典
文

学
大
系
本
、
本
朝
無
題
詩
―
本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』、
資

実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
―
群
書
類
従
文
筆
部
。

 

　
（
ご
と
う
・
あ
き
お　

成
城
大
学
教
授
）

（
付
記
）

　

本
稿
は
二
〇
〇
九
年
度
成
城
大
学
文
芸
学
部
特
別
研
究
助
成
金
に
よ
る
共

同
研
究
「
日
本
に
お
け
る
漢
字
テ
ク
ス
ト
の
表
象
と
文
化
の
統
合
的
研
究
」

（
代
表
者
小
島
孝
之
）
の
成
果
で
あ
る
。
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